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瓦下ろし着手（平成 24年９月）

奈良県教育委員会事務局文化財保存事務所
　〒 630-8502　奈良市登大路町 30　tel 0742-27-9865　fax 0742-27-5386

塗装の科学的分析調査

　   これまでの保存修理工事の経過

　今回の保存修理工事は、薬師寺からの委託を受
け、奈良県教育委員会事務局文化財保存事務所が
おこなっています。工事は「解体修理」で、建物
を一旦すべて解体し、破損部材の取り替えまたは
繕いをおこない、長い年月を耐えて弱くなった箇
所に補強を加え、組み立て直します。
　今回の事業は平成 21 年 7 月に着手し、平成
30 年 12 月に竣工の予定です。総事業費は約 27
億円となる見込です。
　現在東塔を覆う素

す や ね

屋根は、平成 24 年 3 月に竣
工しました。解体修理工事が終わる平成 30 年ま
で、東塔を風雪から守る覆屋として、また修理工

事のための足場として使用します。
　平成 24 年 6 月から、水

すいえん

煙など相
そうりん

輪の解体を皮
切りに、いよいよ東塔の解体修理が始まりまし
た。同年 9 月からは屋根瓦を下ろし、平成 25 年
３月、すべての瓦を下ろし終え、木部の解体に着
手しました。
　同年７月には心柱の上部を解体、11 月現在、
二重部分の解体を進めているところです。解体作
業と並行して、実測調査・写真撮影をおこない、
記録を残します。また初重天井板に残る彩色の剥
落止め作業や、さまざまな科学的調査もおこなっ
ています。

水煙の解体（平成 24年６月）

解体した部材の調査

素屋根建設中（平成 24年２月）

部材の年代学的調査

初重天井板の剥落止め作業

相輪の X線透過撮影

解体中の実測調査


